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講師

立命館大学特任教授・名誉教授
一般社団法人 UNLEARN代表理事 受講無料

申込必要

申込・お問合せ： 電話または　

申込フォームから

℡:0826‐45‐4922

対象：

どなたでもご参加いただけます。

定員　80名　
専門分野は社会病理学、臨床社会学、男性性研究。

『「男らしさ」からの自由』 『家族のゆくえ』など著書・共著書・訳書多数。

前日本社会病理学会会長、対人援助学会理事長。

内閣府暴力に関する専門調査会委員など。

脱暴力にとりくむ一般社団法人UNLEARN代表理事。

UNLEARNでは、京都府から受託したＤＶの加害男性向けの個人相談とグ

ループワークを行う男性問題相談事業に取り組む。

大阪市・大阪府・堺市と連携して虐待する父親向けの個人相談とグループ

ワーク（「男親塾」）を主宰している。他にも、対人暴力の加害者臨床として、

ハラスメント行為者対応、体罰教師の職場復帰支援も経験。

少年刑務所では性犯罪再発防止プログラムのＳＶも担当していた。
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男性の生きづらさ解消男性の生きづらさ解消

配
偶
者
暴
力
防
止
法
（DV

防
止
法
）

の
制
定
か
ら25

年
。
現
状
の
被
害
者

支
援
制
度
は
、
被
害
者
が
加
害
者
か
ら

逃
げ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
被

害
当
事
者
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
逃
げ
る
支
援
」
の
限

界
に
加
え
、
加
害
者
が
変
わ
ら
な
い
限

り
暴
力
を
繰
り
返
す
と
い
う
悪
循
環
を

防
ぐ
た
め
、2023

年
に
は
内
閣
府
が「
配

偶
者
暴
力
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の

た
め
の
留
意
事
項
」
を
取
り
ま
と
め
る

な
ど
、
加
害
者
対
策
へ
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
研
修
で
は
、
被
害
者
支
援
と

し
て
の
「
男
性
相
談
」
に
焦
点
を
当
て
、

相
談
現
場
か
ら
「
加
害
者
変
容
」
に
つ

い
て
社
会
構
造
と
心
理
臨
床
の
両
面
か

ら
考
え
ま
す
。
加
害
者
変
容
を
目
指
す

実
践
と
し
て
、
ま
ず
は
加
害
者
心
理
を

性
格
の
問
題
で
は
な
く
「
男
性
性
（
有

害
な
男
ら
し
さ
）」
と
い
う
社
会
規
範
の

内
面
化
と
し
て
捉
え
、
自
覚
な
き
「
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
特
権
」
が
支
配
を
生
む
構

造
を
ひ
も
解
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
暴
力

は
「
自
ら
選
ん
で
行
っ
て
い
る
行
動
」

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
促
し
、
こ
れ
ま

で
の
支
配
的
な
関
係
性
を
「
ア
ン
ラ
ー

ン
（
学
び
ほ
ぐ
し
）」
す
る
と
と
も
に
、

対
等
な
関
係
性
を
再
学
習
す
る
道
筋
を

示
し
ま
す
。

受
講
を
通
じ
て
、「
男
性
相
談
と
は
何
か
」

と
い
う
被
害
者
支
援
と
し
て
の
意
義
へ

の
理
解
を
深
め
、
男
性
加
害
者
が
暴
力

を
振
る
う
心
理
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
特
権
）

と
関
係
性
の
暴
力
と
い
う
特
性
へ
の
効

果
的
な
支
援
の
手
立
て
を
学
び
ま
す
。
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